
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 海津市立海西小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１日(土) ５日(水) 

 

実 施 概 要 

「花祭り」～学級の学習発表参観～ 

第一部 各学級発表（人権や生活に関する取組の発表） 

第二部 読み聞かせ（「木風舎」） 

第三部 風船とばし（児童が育てた花の種を付けて風船でとばす） 
 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   ☑歴史   ☑文化   ☑産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 ☑その他 

来 校 者 数 

保 護 者 １５０ 人 
計 １６８ 人 

地域関係者 １８ 人 

 

実 施 状 況 

① 第一部では、各学級の学習発表を行った。各学級で課題としている人権

や日常生活の問題の解消に向けての取組や、教科や総合的な学習の時間

などで学んだことを、呼びかけや劇、合唱など様々な方法により発表し

た。また、これまで地域のボランティアの方々の協力でこれらの学習や

ふだんの学校生活を進めてきたこともあり、これらの方々にご参観いた

だき、児童が直接お礼を伝え、感謝のプレゼント渡しを行った。 

② 第二部では、美濃市の「木風舎」のみなさんによる読み聞かせを聞

いた。「仲間」や「命」のテーマのもと、「んまわし」、「ともだ

ちや」、「おへそのあな」、「おじいちゃんがおばけになったわけ」

の４作品の読み聞かせを通して、友情や命の大切さ、尊さなどに触

れて学んだ。 

③ ５日(水)に行った第三部では、学校で児童が育てた花から取った種を風

船に付け、保護者や地域の保育園児とともに空に放った。その後、風船

を拾って下さった方から、お便りや電話、メールをいただき、その返事

を返すなどして、交流を始めている。 

 

成果及び課題 

○学習発表では，学んだことを表現し伝えようとする発展的な学習の

場と位置づけ、児童が身に付けた力を十分発揮できるように指導の

工夫をすることができた。 

○児童が学校生活上の課題と考えていることを見つめ、解決していこ

うとする場を持つことで、仲間を大切にした学級づくり・学校づく

りを一層進めるよい機会となった。  

●学校生活での課題を子ども達がどのようにとらえ、解決していこうとし

ているのか、保護者にも広く知っていただくことをねらう第一部である

が、保護者の受け止めは多様で、次年度以降の事前の広報活動に工夫を

要する。親子でともに考えることをねらう第二部は、保護者の参観はま

だ少なく、構成内容や順序の工夫が必要である。 

 
  


